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D2RQ: RDB → RDF

ミドルウェア

RDBに対してSPARQLで問い合わせ

RDBのデータにウェブ経由でLinked Dataとしてアクセス

利用者の指定したマッピングルールに基づいてRDBのデー

タをRDFデータベース（トリプルストア）に格納可能な

RDFデータとして出力

RDBのデータにApache Jena APIとしてアクセス



D2RQ利用の課題



D2RQ Mapper

誤りを少なくマッピングファイルを編集

http://d2rq-dev.dbcls.jp/



効率的な編集環境の提供



Dockerイメージ配布

$ docker pull d2rqmapper/d2rq-mapper # コンテナの取得

$ docker run -d -p 80:80 d2rqmapper/d2rq-mapper # サーバーの起動

オンプレミスで利用可能
（イントラネット内など）

サーバー起動後、サーバーのアドレス
をブラウザに入力することで利用可能

http://localhost/
あるいは

$ docker-machine ip
で得られるアドレス



Docker上での使い方

$ docker run -v /Users/toyas:/home/d2rq/db -d -p 80:80 

d2rqmapper/d2rq-mapper

SQLiteのデータベースファイルを、ユーザーtoyasのホー
ム直下に置いている場合の起動方法。

ホストマシンのファイルにアクセスするために -v オプションを利用し、
¥Users¥toyasを /home/d2rq/dbにマウント。
実際の実行環境に応じてホストOS側のパスを変更する。



サンプルデータ

http://linkdata.org/work/rdf1s794i https://qiita.com/tao_s/items/32b90a2751bfbdd585ea







テーブル一覧



Barleyテーブル表示

主語

述語

目的語

述語

目的語

初期設定ではRDBのプライマリキーを主語、カラム名を述語、具体的なカラム値を
目的語とするトリプルを生成する



初期設定で生成される
RDF



カラム毎の設定一覧



生成トリプル
設定フォーム



CountryCodeテーブル
表示



@prefix geo:     <http://www.w3.org/2003/01/geo/wgs84_pos#> .
@prefix rdf:     <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> .
@prefix owl:     <http://www.w3.org/2002/07/owl#> .
@prefix xsd:     <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> .
@prefix rdfs:    <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> .

<http://iri.example.org/Barley/barley_2010_No.2>
a       <http://iri.example.org/Barley> ;
rdfs:label "barley_2010_No.2" ;
<http://iri.example.com/countryName>

"フランス"@ja ;
<http://iri.example.org/Barley#period>

"2010"^^xsd:gYear ;
<http://iri.example.org/Barley#value>

10102000 ;
<http://iri.example.org/Barley-bnode#topic>

[ a       geo:Point ;
geo:lat 48.861751 ;
geo:long 2.3186617

] .
…

結果RDFイメージ

データ型指定

テーブルのジョイン

ブランクノード



RDFに出力するテーブルを選ぶ



ジョインする



ジョインテーブル生成

ジョインするテーブルとキーとなるカラムを指定する



ジョインテーブルが
表示される



テーブル設定変更

ジョインテーブルを利用するので、CountryCodeテーブルは利用しない



Barleyテーブル設定
RDFに出力するカラムを選択する



述語と目的語の設定

valueカラムの設定 periodカラムの設定



ジョインテーブル設定
Barleyテーブルのtopicカラムの値を主語、目的語を
CountryCodeテーブルの国・地域名カラムの値とする



ここまでの設定で
生成されるRDF

初期設定で生成されるRDF



緯度と経度をブランク
ノードでまとめたい

ブランクノード

主
語

述語

目的語/主語

述語

述語

目
的
語

目
的
語



ブランクノード生成

ブランクノードの主語とするテーブルおよびカラムを指定する



ブランクノードが
表示される



Barleyテーブルの設定にブラン
クノードが表示される

ブランクノードを目的語とする
述語を決める



ブランクノードが目的語
になるトリプルの設定



ブランクノードを主語とす
る述語と目的語を決める



ブランクノードが主語
になるトリプルの設定



Namespaceの設定
省略表記のための設定

geoをPrefixとする設定を追加する



RDF生成



Q&A


